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(57)【要約】
【課題】露出以外の撮影状態に対する効果の判別が容易
となるようにオートブラケット撮影を行えるようにする
こと。
【解決手段】撮像装置１は、自動露出制御部５１と、自
動撮影制御部５２と、制御部５３とを備える。自動露出
制御部５１は、被写体の明るさに応じて露出条件を自動
的に変化させる自動露出制御を行う。自動撮影制御部５
２は、撮影条件を変化させながら自動的に複数回の連続
撮影を行うオートブラケット撮影を制御する。制御部５
３は、オートブラケット撮影時に変化させる撮影条件に
露出条件が含まれる場合において、撮影条件の変化に追
随するように自動露出制御部５１による自動露出制御を
有効にした状態で、自動撮影制御部５２によるオートブ
ラケット撮影を行わせる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の明るさに応じて露出条件を自動的に変化させる自動露出制御を行う自動露出制
御手段と、
　撮影条件を変化させながら自動的に複数回の連続撮影を行うオートブラケット撮影を制
御する自動撮影制御手段と、
　前記オートブラケット撮影時に変化させる撮影条件に前記露出条件が含まれる場合にお
いて、前記撮影条件の変化に追随するように前記自動露出制御手段による自動露出制御を
有効にした状態で、前記自動撮影制御手段によるオートブラケット撮影を行わせる制御手
段と、
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記自動撮影制御手段による露出条件を含む撮影条件を変化させたオ
ートブラケット撮影を行う場合に、少なくとも露出に関する２つの撮影パラメータを、前
記自動露出制御手段による自動露出制御を有効にした状態で同時に変化させることを特徴
とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記自動露出制御手段は、被写体の明るさに応じて少なくとも露出に関する２つの撮影
パラメータを自動的に変化させる際の変化条件を規定する所定のプログラム線図に従って
自動露出制御を行い、
　前記制御手段は、前記少なくとも２つの撮影パラメータの変化条件が異なる複数のプロ
グラム線図を切り替えて、自動露出制御を有効にした状態でオートブラケット撮影を行う
ことを特徴とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　オートブラケット撮影の基準となる撮影パラメータを選択する選択手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記選択手段により選択された基準となる撮影パラメータに応じてプ
ログラム線図を切り替えて、自動露出制御を有効にした状態でオートブラケット撮影を行
うことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、被写体の明るさが変化した場合であっても、前記基準となる撮影パラ
メータの変化幅が一定になるようなプログラム線図に切り替えることを特徴とする請求項
４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、被写体の明るさが変化した場合であっても、前記基準となる撮影パラ
メータの値を維持するようなプログラム線図に切り替えることを特徴とする請求項４に記
載の撮像装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記基準となる撮影パラメータの変化幅が被写体の明るさに応じて異
なるようなプログラム線図に切り替えることを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記自動撮影制御手段によるオートブラケット撮影を行う際に、設定
されているオートブラケット撮影のモードに応じて、前記撮影条件の変化に追随するよう
に前記自動露出制御手段による自動露出制御を有効にするか否かを切り替えることを特徴
とする請求項１から７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記自動露出制御手段による自動露出制御を有効にした場合には、予
め決められた複数のプログラム線図を切り替えることで被写体の明るさを維持するように
撮影条件を変化させてオートブラケット撮影を行わせ、前記自動露出制御手段による自動
露出制御を無効にした場合には、被写体の明るさを変化させるように撮影条件を変化させ
てオートブラケット撮影を行わせることを特徴とする請求項８に記載の撮像装置。
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【請求項１０】
　前記制御手段は、前記自動露出制御手段による自動露出制御を無効にした場合において
、パラメータの変化幅を撮影シーンに応じて自動的に設定することを特徴とする請求項９
に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　被写体の明るさに応じて露出条件を自動的に変化させる自動露出制御を行う自動露出制
御ステップと、
　撮影条件を変化させながら自動的に複数回の連続撮影を行うオートブラケット撮影を制
御する自動撮影制御ステップと、
　前記オートブラケット撮影時に変化させる撮影条件に前記露出条件が含まれる場合にお
いて、前記撮影条件の変化に追随するように前記自動露出制御ステップにおける自動露出
制御を有効にした状態で、前記自動撮影制御ステップにおけるオートブラケット撮影を行
わせる制御ステップと、
　を含むことを特徴とする撮像方法。
【請求項１２】
　コンピュータに、
　被写体の明るさに応じて露出条件を自動的に変化させる自動露出制御を行う自動露出制
御機能と、
　撮影条件を変化させながら自動的に複数回の連続撮影を行うオートブラケット撮影を制
御する自動撮影制御機能と、
　前記オートブラケット撮影時に変化させる撮影条件に前記露出条件が含まれる場合にお
いて、前記撮影条件の変化に追随するように前記自動露出制御機能による自動露出制御を
有効にした状態で、前記自動撮影制御機能によるオートブラケット撮影を行わせる制御機
能と、
　を実現させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置、撮像方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、自動露出制御で得られた露出値と、その値から下げた露出値及び上げた露出
値とで連続して同一被写体の撮影を行うオートブラケット撮影が広く利用されている。自
動露出制御で得られた露出値からどの程度上げ下げするかの設定は、オートブラケット撮
影に不慣れなユーザには難しいことから、適切な露出値を設定しやすくする技術が、特許
文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－６２３７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術を含め、従来のオートブラケット撮影に関連す
る技術は、絞りやシャッタスピードといった露出に関する特定の撮影パラメータの値を異
ならせることにより、被写体の明るさに対する効果の違いを判別することは可能であって
も、絞りによる被写界深度やシャッタスピードによる被写体ブレ等の露出以外の撮影状態
に対する効果の違いを判別することを目的とするものではなかった。
　即ち、従来の技術においては、露出以外の撮影状態に対する効果の判別が容易となるよ
うにオートブラケット撮影を行えるようにすることが困難であった。



(4) JP 2015-94852 A 2015.5.18

10

20

30

40

50

【０００５】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、露出以外の撮影状態に対する
効果の判別が容易となるようにオートブラケット撮影を行えるようにすることを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の一態様の撮像装置は、
　被写体の明るさに応じて露出条件を自動的に変化させる自動露出制御を行う自動露出制
御手段と、
　撮影条件を変化させながら自動的に複数回の連続撮影を行うオートブラケット撮影を制
御する自動撮影制御手段と、
　前記オートブラケット撮影時に変化させる撮影条件に前記露出条件が含まれる場合にお
いて、前記撮影条件の変化に追随するように前記自動露出制御手段による自動露出制御を
有効にした状態で、前記自動撮影制御手段によるオートブラケット撮影を行わせる制御手
段と、
　を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、露出以外の撮影状態に対する効果の判別が容易となるようにオートブ
ラケット撮影を行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態に係る撮像装置のハードウェアの構成を示すブロック図であ
る。
【図２】図１の撮像装置の機能的構成のうち、撮影制御処理を実行するための機能的構成
を示す機能ブロック図である。
【図３】プログラム線図記憶部に記憶されているプログラム線図のデータを示す模式図で
ある。
【図４】撮像装置におけるブラケット撮影の選択メニュー画面例を示す模式図である。
【図５】撮像装置が実行する撮影制御処理の流れを説明するフローチャートである。
【図６】露出制御処理のステップＳ８において実行される露出条件設定処理の流れを説明
するフローチャートである。
【図７】シャッタスピードを対象とするオートブラケット撮影が行われた場合の撮像画像
の一例を示す図であり、図７（ａ）は標準の露出条件に対して上段側の露出条件で撮影し
た場合、図７（ｂ）は標準の露出条件で撮影した場合、図７（ｃ）は標準の露出条件に対
して下段側の露出条件で撮影した場合を示す図である。
【図８】標準の露出制御に用いるプログラム線図Ｐ１に対して、上段側及び下段側のプロ
グラム線図Ｐ２，Ｐ３を被写体の明るさに応じた変化幅で異ならせた場合のプログラム線
図のデータを示す模式図である。
【図９】絞りによる被写界深度を対象とするオートブラケット撮影のためのプログラム線
図のデータを示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について、図面を用いて説明する。
【００１０】
［構成］
［ハードウェア構成］
　図１は、本発明の一実施形態に係る撮像装置１のハードウェアの構成を示すブロック図
である。
　撮像装置１は、例えばデジタルカメラとして構成される。
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【００１１】
　撮像装置１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１１と、
ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１２と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１３と、バス１４と、入出力インターフェース１５と、撮像部１６
と、入力部１７と、出力部１８と、記憶部１９と、通信部２０と、ドライブ２１と、を備
えている。
【００１２】
　ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２に記録されているプログラム、または、記憶部１９からＲＡ
Ｍ１３にロードされたプログラムに従って各種の処理を実行する。例えば、ＣＰＵ１１は
、後述する撮影制御処理のためのプログラムに従って、撮影制御処理を実行する。
【００１３】
　ＲＡＭ１３には、ＣＰＵ１１が各種の処理を実行する上において必要なデータ等も適宜
記憶される。
【００１４】
　ＣＰＵ１１、ＲＯＭ１２及びＲＡＭ１３は、バス１４を介して相互に接続されている。
このバス１４にはまた、入出力インターフェース１５も接続されている。入出力インター
フェース１５には、撮像部１６、入力部１７、出力部１８、記憶部１９、通信部２０及び
ドライブ２１が接続されている。
【００１５】
　撮像部１６は、図示はしないが、光学レンズ部と、イメージセンサと、を備えている。
【００１６】
　光学レンズ部は、被写体を撮影するために、光を集光するレンズ、例えばフォーカスレ
ンズやズームレンズ等で構成される。
　フォーカスレンズは、イメージセンサの受光面に被写体像を結像させるレンズである。
ズームレンズは、焦点距離を一定の範囲で自在に変化させるレンズである。
　光学レンズ部にはまた、必要に応じて、フォーカス、露出、ホワイトバランス等の設定
パラメータを調整する周辺回路が設けられる。
【００１７】
　イメージセンサは、光電変換素子や、ＡＦＥ（Ａｎａｌｏｇ　Ｆｒｏｎｔ　Ｅｎｄ）等
から構成される。
　光電変換素子は、例えばＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉ
ｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）型の光電変換素子等から構成される。光電変換素子
には、光学レンズ部から被写体像が入射される。そこで、光電変換素子は、被写体像を光
電変換（撮像）して画像信号を一定時間蓄積し、蓄積した画像信号をアナログ信号として
ＡＦＥに順次供給する。
　ＡＦＥは、このアナログの画像信号に対して、Ａ／Ｄ（Ａｎａｌｏｇ／Ｄｉｇｉｔａｌ
）変換処理等の各種信号処理を実行する。各種信号処理によって、ディジタル信号が生成
され、撮像部１６の出力信号として出力される。
　このような撮像部１６の出力信号を、以下、「撮像画像のデータ」と呼ぶ。撮像画像の
データは、ＣＰＵ１１等に適宜供給される。
【００１８】
　入力部１７は、各種釦等で構成され、ユーザの指示操作に応じて各種情報を入力する。
　出力部１８は、ディスプレイやスピーカ等で構成され、画像や音声を出力する。
　記憶部１９は、ＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒ
ｙ）等で構成され、各種画像のデータを記憶する。
　通信部２０は、インターネットを含むネットワークを介して他の装置（図示せず）との
間で行う通信を制御する。
【００１９】
　ドライブ２１には、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、あるいは半導体メモ
リ等よりなる、リムーバブルメディア３１が適宜装着される。ドライブ２１によってリム
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ーバブルメディア３１から読み出されたプログラムは、必要に応じて記憶部１９にインス
トールされる。また、リムーバブルメディア３１は、記憶部１９に記憶されている画像の
データ等の各種データも、記憶部１９と同様に記憶することができる。
【００２０】
［機能的構成］
　図２は、このような撮像装置１の機能的構成のうち、撮影制御処理を実行するための機
能的構成を示す機能ブロック図である。
　撮影制御処理とは、撮影が行われる場合に、特定の撮影パラメータについてのオートブ
ラケット撮影であるか否かを判定し、特定の撮影パラメータについてのオートブラケット
撮影においては、各撮影パラメータの値と、その値から上段側及び下段側に変化させた撮
影パラメータの値のそれぞれに関するプログラム線図を用いて撮影制御する一連の処理を
いう。
【００２１】
　撮影制御処理が行われる場合、図２に示すように、ＣＰＵ１１において、自動露出制御
部５１と、自動撮影制御部５２と、制御部５３と、選択部５４とが機能する。
　また、記憶部１９の一領域には、プログラム線図記憶部７１が設定される。
　プログラム線図記憶部７１には、撮影に関連する複数のパラメータについて、露出制御
時に設定される各パラメータの関係が定義された特性線図（プログラム線図）のデータが
記憶される。なお、以下、撮影に関連するパラメータの種類及びその値を適宜「撮影条件
」と呼び、撮影条件のうち、特に、露出制御に関連するパラメータの種類及びその値を適
宜「露出条件」と呼ぶ。
【００２２】
　図３は、プログラム線図記憶部７１に記憶されているプログラム線図のデータを示す模
式図である。図３においては、一例として、シャッタスピードを対象とするオートブラケ
ット撮影のためのプログラム線図のセット（プログラム線図Ｐ１～Ｐ３）を示している。
なお、プログラム線図記憶部７１には、オートブラケット撮影の対象（露出条件の変化の
基準）とする各パラメータについて、図３に示すプログラム線図のセットが記憶されてい
る。
　図３に示すように、プログラム線図のデータにおいては、シャッタスピードを横軸、絞
り（Ｆ値）及びＩＳＯ感度を縦軸とする座標平面において、ＩＳＯ１００換算の明るさそ
れぞれに対応するＬＶ（ライトバリュー）値が等しくなる等値線が示されている。
　なお、縦軸においては、下方領域（被写体が明るい側の領域）では、絞り及び減光フィ
ルタによる明るさの制御を行い、上方領域（被写体が暗い側の領域）では、ＩＳＯ感度の
変更による明るさの制御を行うことを意味している。この場合、シャッタスピードを優先
した自動露出制御となる。
　このような座標平面において、プログラム線図Ｐ１は、自動露出制御において用いられ
る標準のプログラム線図を示している。自動露出制御においては、プログラム線図Ｐ１上
の点が露出条件を決定する点として選択される。
【００２３】
　また、プログラム線図Ｐ２は、自動露出制御において決定された露出条件に対して、シ
ャッタスピードを対象とするオートブラケット撮影が行われる場合に、上段側のシャッタ
スピード（即ち、高速側のシャッタスピード）に対応する自動露出制御で用いられるプロ
グラム線図を示している。シャッタスピードを対象とするオートブラケット撮影が行われ
る場合、プログラム線図Ｐ２上の点が上段側のシャッタスピードに対応する露出条件を決
定する点として選択される。
【００２４】
　また、プログラム線図Ｐ３は、自動露出制御において決定された露出条件に対して、シ
ャッタスピードを対象とするオートブラケット撮影が行われる場合に、下段側のシャッタ
スピード（即ち、低速側のシャッタスピード）に対応する自動露出制御で用いられるプロ
グラム線図を示している。シャッタスピードを対象とするオートブラケット撮影が行われ
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る場合、プログラム線図Ｐ３上の点が下段側のシャッタスピードに対応する露出条件を決
定する点として選択される。
【００２５】
　本実施形態においては、オートブラケット撮影が行われる場合に、自動露出制御によっ
て決定された標準の露出条件に対して、オートブラケット撮影の対象とする撮影パラメー
タを変化させるのみならず、変化させた撮影パラメータに基づく自動露出制御を行ってい
る。そのため、オートブラケット撮影の対象とする撮影パラメータを変化させた場合に対
応するプログラム線図（プログラム線図Ｐ２，Ｐ３）がそれぞれ用意され、これらプログ
ラム線図上の点が自動露出制御による露出条件を決定する点として選択される。
【００２６】
　例えば、図３に示すプログラム線図Ｐ１上のＡ点が自動露出制御によって標準の露出条
件を決定する点として選択された場合、オートブラケット撮影において、シャッタスピー
ドのみを変化させるものとすると、上段側のシャッタスピードに対応する露出条件を決定
する点は、Ｂ’点とされ、下段側のシャッタスピードに対応する露出条件を決定する点は
、Ｃ’とされる。
【００２７】
　これに対し、本実施形態においては、オートブラケット撮影において、シャッタスピー
ドの変化に加え、変化させたシャッタスピードに対応する自動露出制御が行われる。その
ため、図３に示すプログラム線図Ｐ１上のＡ点が自動露出制御によって標準の露出条件を
決定する点として選択された場合、同一のＬＶ値に応じた自動露出制御が適用され、上段
側のシャッタスピードに対応する露出条件は、プログラム線図Ｐ２上のＢ点とされ、下段
側のシャッタスピードに対応する露出条件は、プログラム線図Ｐ３上のＣ点とされる。
【００２８】
　これにより、シャッタスピードを変化させた場合の効果である明るさ変化と被写体ブレ
度合いの変化のうち、シャッタスピードに特有の効果である被写体ブレ度合いの変化を得
る目的でオートブラケット撮影を行った場合に、他方の効果である被写体の明るさを変化
させることなく、シャッタスピードの変化による撮像画像のブレ度合いの差異だけをより
効果的に判別することができる。
　また、露出に関するシャッタスピード、絞り、ＩＳＯ感度、減光フィルタのうち、シャ
ッタスピードを優先してその特有の効果が一定割合で変化するようにシャッタスピードを
変化させ、他のパラメータは、明るさを維持するために従属的に変化させるので、シャッ
タスピード特有の効果を確実に判別できる画像が得られる。
　このように、オートブラケット撮影が行われる場合に、変化される撮影パラメータに対
応して自動露出制御が行われることで、露出以外の撮影状態に対する効果の判別が容易と
なるオートブラケット撮影を行うことが可能となる。
【００２９】
　図２に戻り、自動露出制御部５１は、被写体の明るさに応じて露出条件を自動的に変化
させる自動露出制御を行う。具体的には、自動露出制御部５１は、撮像部１６から入力さ
れる撮像画像のデータに基づいて、プログラム線図記憶部７１において、自動露出制御の
制御則として予め設定されているプログラム線図Ｐ１を参照し、露出条件を決定する。ま
た、自動露出制御部５１は、後述する自動撮影制御部５２の指示に従って、オートブラケ
ット撮影において、プログラム線図Ｐ１を参照して決定された露出条件を標準の露出条件
とし、プログラム線図Ｐ２，Ｐ３を参照して、上段側及び下段側の露出条件を決定する。
　自動露出制御部５１は、決定した露出条件に従って、撮像部１６に対する制御信号を出
力する。
【００３０】
　自動撮影制御部５２は、撮影条件を変化させながら自動的に複数回の連続撮影を行うオ
ートブラケット撮影を制御する。具体的には、自動撮影制御部５２は、後述する選択部５
４によって、オートブラケット撮影の実行が指示されている場合に、オートブラケット撮
影の対象とする撮影パラメータを変化させて、標準の露出条件、上段側及び下段側の露出
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条件で連続的に撮影を実行する制御を行う。
　このとき、自動撮影制御部５２は、制御部５３の指示に従って、所定の撮影パラメータ
（例えばシャッタスピード）を対象とするオートブラケット撮影の場合には、上段側及び
下段側の露出条件についての撮影を自動露出制御によって行う。一方、自動撮影制御部５
２は、所定の撮影パラメータ以外を対象とするオートブラケット撮影の場合には、オート
ブラケット撮影の対象とする撮影パラメータのみを標準の露出条件から予め設定された変
化幅で上段側及び下段側に変化させるオートブラケット撮影を行う。
【００３１】
　制御部５３は、オートブラケット撮影時に変化させる撮影条件（撮影パラメータ）に所
定の撮影パラメータ（例えばシャッタスピード）が含まれる場合において、撮影パラメー
タの変化に追随するように自動露出制御部５１による自動露出制御を有効にした状態で、
自動撮影制御部５２にオートブラケット撮影の制御を実行させる。
　具体的には、制御部５３は、後述する選択部５４によって、所定の撮影パラメータ（例
えばシャッタスピード）を対象とするオートブラケット撮影が指示された場合に、自動撮
影制御部５２に、上段側及び下段側の露出条件について自動露出制御を有効としたオート
ブラケット撮影を行うための制御を実行させる。
　また、制御部５３は、後述する選択部５４によって、所定の撮影パラメータ以外を対象
とするオートブラケット撮影が指示された場合、自動撮影制御部５２に、上段側及び下段
側の自動露出制御を無効としたオートブラケット撮影を行うための制御を実行させる。
【００３２】
　選択部５４は、入力部１７を介して、ブラケット撮影の実行が指示された場合に、ブラ
ケット撮影のモードを設定する。具体的には、選択部５４は、入力部１７を介して指示さ
れたブラケット撮影の種類に応じて、オートブラケット撮影あるいはマニュアル操作によ
るブラケット撮影のいずれかを設定し、ブラケット撮影の対象となる撮影パラメータを選
択する。
　ここで、本実施形態における撮像装置１では、複数種類のオートブラケット撮影が実行
可能であり、ユーザは、入力部１７を介して、いずれの種類のオートブラケット撮影を実
行するかを選択できる。なお、撮像装置１では、オートブラケット撮影に対応して、変化
させる撮影パラメータをマニュアル操作によって設定するブラケット撮影も実行可能であ
る。
【００３３】
　図４は、撮像装置１におけるブラケット撮影の選択メニュー画面例を示す模式図である
。
　図４に示すように、撮像装置１においては、ホワイトバランス（ＷＢ）、絞り、シャッ
タスピード、コントラスト及びフォーカスの５つの撮影パラメータについて、オードブラ
ケット撮影及びマニュアル操作によるブラケット撮影（マニュアル撮影）がそれぞれ選択
可能となっている。
　そして、マニュアル操作によるブラケット撮影が選択された場合、標準の露出条件に対
する上段側及び下段側の露出条件の変化幅はユーザによって設定される。
　一方、オートブラケット撮影が選択された場合、所定の撮影パラメータ（ここでは絞り
及びシャッタスピード）を対象とするオートブラケット撮影については、自動露出制御を
有効とするオートブラケット撮影が実行され、所定の撮影パラメータ以外を対象とするオ
ートブラケット撮影については、自動露出制御を無効とするオートブラケット撮影が実行
される。
【００３４】
［動作］
　次に、動作を説明する。
　図５は、撮像装置１が実行する撮影制御処理の流れを説明するフローチャートである。
　撮影制御処理は、撮像装置１が撮影モードに設定されることに対応して開始され、撮影
モードが終了となるまで繰り返し実行される。



(9) JP 2015-94852 A 2015.5.18

10

20

30

40

50

【００３５】
　撮影制御処理が開始されると、ステップＳ１において、制御部５３は、ブラケット撮影
が指示されたか否かの判定を行う。
　ブラケット撮影が指示された場合、ステップＳ１においてＹＥＳと判定されて、処理は
ステップＳ２に移行する。
　これに対し、ブラケット撮影が指示されていない場合、ステップＳ１においてＮＯと判
定されて、処理はステップＳ９に移行する。
【００３６】
　ステップＳ２において、選択部５４は、入力部１７を介して入力される指示に応じて、
ブラケット撮影のモードを設定する。具体的には、選択部５４は、オートブラケット撮影
あるいはマニュアル操作によるブラケット撮影のいずれかを設定し、ブラケット撮影の対
象となる撮影パラメータを選択する。
【００３７】
　ステップＳ３において、制御部５３は、ブラケット撮影のモードがオートブラケット撮
影に設定されているか否かの判定を行う。
　ブラケット撮影のモードがオートブラケット撮影に設定されていない場合、ステップＳ
３においてＮＯと判定されて、処理はステップＳ４に移行する。
　これに対し、ブラケット撮影のモードがオートブラケット撮影に設定されている場合、
ステップＳ３においてＹＥＳと判定されて、処理はステップＳ５に移行する。
【００３８】
　ステップＳ４において、自動露出制御部５１は、自動露出制御の制御則に従って決定さ
れるプログラム線図Ｐ１上の標準の露出条件に対して、マニュアル操作によって設定され
ている上段側及び下段側の露出条件を決定する。
　ステップＳ５において、制御部５３は、ブラケット撮影のモードが、所定の撮影パラメ
ータに特有の効果（ここでは絞りによる被写界深度及びシャッタスピードによる被写体ブ
レ）を対象とするオートブラケット撮影であるか否かの判定を行う。
　ブラケット撮影のモードが、所定の撮影パラメータを対象とするオートブラケット撮影
でない場合、ステップＳ５においてＮＯと判定されて、処理はステップＳ６に移行する。
　これに対し、ブラケット撮影のモードが、所定の撮影パラメータを対象とするオートブ
ラケット撮影である場合、ステップＳ５においてＹＥＳと判定されて、処理はステップＳ
８に移行する。
【００３９】
　ステップＳ６において、自動撮影制御部５２は、撮影シーンを解析して、オートブラケ
ット撮影の対象とする撮影パラメータの変化幅を設定する。例えば、自動撮影制御部５２
は、動いている被写体を撮影するシーンでは、オートブラケット撮影の対象とする撮影パ
ラメータ（ホワイトバランス、コントラストあるいはフォーカス）の変化幅を「２段」と
し、動いていない被写体を撮影するシーンでは、オートブラケット撮影の対象とする撮影
パラメータの変化幅を「３段」とする。なお、このとき、自動撮影制御部５２は、標準の
露出条件に対して、オートブラケット撮影の対象とする撮影パラメータのみを変化させ、
他の撮影パラメータは変化させない。
【００４０】
　ステップＳ７において、自動露出制御部５１は、自動露出制御の制御則に従って決定さ
れるプログラム線図Ｐ１上の標準の露出条件に対して、ステップＳ６において設定された
変化幅に対応する上段側及び下段側の露出条件を決定する。
　ステップＳ８において、自動撮影制御部５２は、後述する露出条件設定処理を実行する
。露出条件設定処理では、オートブラケット撮影の対象とする撮影パラメータにおいて、
標準の露出条件に対して、自動露出制御を有効とした上段側及び下段側の露出条件の設定
が行われる。
　ステップＳ９において、自動露出制御部５１は、撮像部１６に対する制御信号を出力し
て、撮影条件に応じた撮像を実行する。
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　ステップＳ９の後、撮影制御処理が繰り返される。
【００４１】
　次に、撮影制御処理のステップＳ８において実行される露出条件設定処理について説明
する。
　図６は、露出制御処理のステップＳ８において実行される露出条件設定処理の流れを説
明するフローチャートである。
　露出条件設定処理が開始されると、ステップＳ１１において、自動撮影制御部５２は、
ブラケット撮影のモードが、絞りあるいはシャッタスピードのいずれを対象とするオート
ブラケット撮影に設定されているかの判定を行う。
　ブラケット撮影のモードが、シャッタスピードによる被写体ブレを対象とするオートブ
ラケット撮影に設定されている場合、ステップＳ１１において、シャッタスピードを対象
とするオートブラケット撮影であると判定されて、処理はステップＳ１２に移行する。
　これに対し、ブラケット撮影のモードが、絞りによる被写界深度を対象とするオートブ
ラケット撮影に設定されている場合、ステップＳ１１において、絞りを対象とするオート
ブラケット撮影であると判定されて、処理はステップＳ１４に移行する。
【００４２】
　ステップＳ１２において、自動露出制御部５１は、プログラム線図記憶部７１における
シャッタスピードを対象とするオートブラケット撮影用の標準のプログラム線図を参照し
て、標準の露出条件を決定する。
【００４３】
　ステップＳ１３において、自動露出制御部５１は、プログラム線図記憶部７１における
シャッタスピードを対象とするオートブラケット撮影用の上段側及び下段側のプログラム
線図Ｐ２，Ｐ３を参照して、上段側及び下段側の露出条件を決定する。
【００４４】
　ステップＳ１４において、自動露出制御部５１は、プログラム線図記憶部７１における
絞りを対象とするオートブラケット撮影用の標準のプログラム線図を参照して、標準の露
出条件を決定する。
【００４５】
　ステップＳ１５において、自動露出制御部５１は、プログラム線図記憶部７１における
絞りを対象とするオートブラケット撮影用の上段側及び下段側のプログラム線図Ｐ２，Ｐ
３を参照して、上段側及び下段側の露出条件を決定する。
　ステップＳ１３及びステップＳ１５の後、処理は撮影制御処理に戻る。
【００４６】
　このような処理により、ブラケット撮影が行われる場合に、オートブラケット撮影であ
るか否かが判定され、更に、所定の撮影パラメータを対象とするオートブラケット撮影で
あるか否かに応じて、標準の露出条件に対して、上段側及び下段側の露出条件を決定する
場合の自動露出制御を有効とするか無効とするかが切り替えられる。
【００４７】
　そして、所定の撮影パラメータを対象とするオートブラケット撮影の場合には、自動露
出制御によって標準の露出条件が決定され、所定の撮影パラメータを上段側及び下段側に
変化させた場合の露出条件が自動露出制御によって決定される。
　したがって、標準の露出条件に対して、オートブラケット撮影の対象とする撮影パラメ
ータのみを上段側及び下段側に変化させる場合に比べ、対象とする撮影パラメータを変化
させることによる露出以外の撮影状態に対する効果の判別が容易となるオートブラケット
撮影を行うことが可能となる。
【００４８】
　図７は、シャッタスピードを対象とするオートブラケット撮影が行われた場合の撮像画
像の一例を示す図であり、図７（ａ）は標準の露出条件に対して上段側の露出条件で撮影
した場合、図７（ｂ）は標準の露出条件で撮影した場合、図７（ｃ）は標準の露出条件に
対して下段側の露出条件で撮影した場合を示している。
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　図７（ｂ）に示す撮像画像は、自動露出制御で設定された標準の露出条件（図３のＡ点
参照）で撮影されており、被写体である走行中の電車がやや動いて写っている。
【００４９】
　これに対し、図７（ａ）に示す撮像画像は、標準の露出条件に対して、シャッタスピー
ドを上段側に変化させて自動露出制御することにより設定された上段側の露出条件（図３
のＢ点参照）で撮影されている。図７（ａ）に示す撮像画像においては、図７（ｂ）に示
す撮像画像と比較して、被写体である走行中の電車の動きがより小さいものとなる一方、
自動露出制御の効果により、撮像画像の明るさは同程度となっている。
　ちなみに、図３のＢ’点で示される露出条件で撮影された場合、図７（ａ）に示す撮像
画像よりも暗い撮像画像となる。そのため、シャッタスピードを変化させたことによる露
出以外の撮影状態に対する効果の判別が、図７（ａ）に示す撮像画像に比べて困難となる
。
【００５０】
　また、図７（ｃ）に示す撮像画像は、標準の露出条件に対して、シャッタスピードを下
段側に変化させて自動露出制御することにより設定された下段側の露出条件（図３のＣ点
参照）で撮影されている。図７（ｃ）に示す撮像画像においては、図７（ｂ）に示す撮像
画像と比較して、被写体である走行中の電車の動きがより大きいものとなる一方、自動露
出制御の効果により、撮像画像の明るさは同程度となっている。
　ちなみに、図３のＣ’点で示される露出条件で撮影された場合、図７（ｃ）に示す撮像
画像よりも明るい撮像画像となる。そのため、シャッタスピードを変化させたことによる
露出以外の撮影状態に対する効果の判別が、図７（ｃ）に示す撮像画像に比べて困難とな
る。
【００５１】
（応用例１）
　上記実施形態において、プログラム線図Ｐ１に対して、プログラム線図Ｐ２，Ｐ３を設
定し、上段側及び下段側の露出条件をプログラム線図Ｐ２，Ｐ３を用いて決定することと
した。
　このとき、プログラム線図Ｐ１に対するプログラム線図Ｐ２，Ｐ３を、図３に示す形態
以外に、種々の形態で設定することができる。
　例えば、被写体の明るさに応じて、プログラム線図Ｐ１に対するプログラム線図Ｐ２，
Ｐ３の変化幅を異ならせた形態とすることも可能である。
【００５２】
　図８は、標準の露出制御に用いるプログラム線図Ｐ１に対して、上段側及び下段側のプ
ログラム線図Ｐ２，Ｐ３を被写体の明るさに応じた変化幅で異ならせた場合のプログラム
線図のデータを示す模式図である。
　図８に示すプログラム線図Ｐ１は、標準の自動露出制御の制御則として予め設定されて
いる。
　一方、プログラム線図Ｐ２は、プログラム線図Ｐ１に対して、ＬＶ値の等値線を基準と
して、上方領域（被写体が暗い側の領域）では変化幅を上段側に１段とし、下方領域（被
写体が明るい側の領域）では変化幅を上段側に３段とし、上方領域と下方領域の中間領域
では変化幅を上段側に２段とした形態となっている。
【００５３】
　同様に、プログラム線図Ｐ３は、プログラム線図Ｐ１に対して、ＬＶ値の等値線を基準
として、上方領域（被写体が暗い側の領域）では変化幅を下段側に１段とし、下方領域（
被写体が明るい側の領域）では変化幅を下段側に３段とし、上方領域と下方領域の中間領
域では変化幅を下段側に２段とした形態となっている。
　この場合、ＬＶ値に応じたシャッタスピードの変化に対する撮像画像への効果の表れや
すさを考慮して、オートブラケット撮影における自動露出制御をより適切に実行すること
ができる。
【００５４】
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（応用例２）
　上記実施形態において、応用例１の図８に示すプログラム線図の形態の他、プログラム
線図Ｐ２，Ｐ３をプログラム線図Ｐ１に対して一定の変化幅（例えばシャッタスピードに
おいて「２段」等）で異ならせた形態とすることも可能である。
　このとき、プログラム線図Ｐ１は、標準の自動露出制御の制御則として予め設定されて
いる。
【００５５】
　一方、プログラム線図Ｐ２は、プログラム線図Ｐ１に対して、ＬＶ値の等値線を基準と
して一定の変化幅（ここでは２段）で上段側に平行移動させた形態となる。同様に、プロ
グラム線図Ｐ３は、プログラム線図Ｐ１に対して、ＬＶ値の等値線を基準として一定の変
化幅（ここでは２段）で下段側に平行移動させた形態となる。
　この場合、簡単なプログラム線図を設定することで、容易にオートブラケット撮影にお
ける自動露出制御を実行することができる。また、被写体の明るさの変化によらず、基準
とする撮影パラメータの値の変化による効果の違いが容易に判別できるオートブラケット
撮影を行うことが可能となる。
【００５６】
（応用例３）
　上記実施形態において、応用例１及び応用例２に示すプログラム線図の形態の他、被写
体の明るさが変化しても、オートブラケット撮影の対象とする標準の撮影パラメータ、上
段側及び下段側の撮影パラメータが変化しないプログラム線図Ｐ１～Ｐ３の形態とするこ
とも可能である。
　この場合、プログラム線図Ｐ１～Ｐ３は、例えば、図３に示す座標平面上において、縦
軸に平行な直線となり、プログラム線図Ｐ１に対して、プログラム線図Ｐ２，Ｐ３は、そ
れぞれ上段側及び下段側に所定の変化幅分だけ平行移動された直線となる。
　このようなプログラム線図とした場合、オートブラケット撮影において自動露出制御を
行う際に、撮影パラメータ（シャッタスピード）をそれぞれ固定値としつつ、上段側及び
下段側の露出条件を決定することができる。
　したがって、被写体の明るさの変化によらず、基準とする撮影パラメータの値の変化に
よる効果の違いが容易に判別できるオートブラケット撮影を行うことが可能となる。
【００５７】
（応用例４）
　上記実施形態において、図３では、シャッタスピードを対象としてオートブラケット撮
影を行う場合のプログラム線図を例に挙げて説明した。
　これに対し、絞りを対象としてオートブラケット撮影を行う場合のプログラム線図を設
定することが可能である。
【００５８】
　図９は、絞りによる被写界深度を対象とするオートブラケット撮影のためのプログラム
線図のデータを示す模式図である。
　図９に示すプログラム線図Ｐ１は、標準の自動露出制御の制御則として予め設定されて
いる。
　一方、プログラム線図Ｐ２は、プログラム線図Ｐ１に対して、ＬＶ値の等値線を基準と
して一定の変化幅（ここでは２段）で上段側に平行移動させた形態となっている。同様に
、プログラム線図Ｐ３は、プログラム線図Ｐ１に対して、ＬＶ値の等値線を基準として一
定の変化幅（ここでは２段）で下段側に平行移動させた形態となっている。
【００５９】
　これらプログラム線図Ｐ２，Ｐ３においては、プログラム線図Ｐ１上の標準の露出条件
に対して、同一のＬＶ値の等値線との交点が上段側及び下段側の露出条件として決定され
る。
　このとき、図９に示すプログラム線図は、絞りを対象とするオートブラケット撮影のた
めのプログラム線図であることから、標準の露出条件に対して、絞りの変化幅が上段側及
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び下段側の露出条件において決定される。プログラム線図Ｐ２，Ｐ３において、絞りとし
て設定可能な値は非連続に存在するため、絞りの調整で不足する明るさの制御は、シャッ
タスピード、ＩＳＯ感度及び減光フィルタによって行われる。
【００６０】
　図９に示す例では、各プログラム線図において、下方領域では、減光フィルタ及びＩＳ
Ｏ感度の変更による明るさの制御を行い、上方領域では、ＩＳＯ感度の変更による明るさ
の制御を行うこととしている。また、下方領域より明るい側の領域及び上方領域より暗い
側の領域では、シャッタスピードの変更による明るさの制御を行っている。即ち、プログ
ラム線図Ｐ２，Ｐ３を用いて、絞りを優先した自動露出制御が行われる。
　これにより、絞りを変化させた場合の効果である明るさ変化と被写界深度の変化のうち
、絞りに特有の効果である被写界の変化を得る目的でオートブラケット撮影を行った場合
に、他方の効果である被写体の明るさを変化させることなく、絞りの変化による撮像画像
の被写界深度の差異だけをより効果的に判別することができる。
　また、露出に関するシャッタスピード、絞り、ＩＳＯ感度、減光フィルタのうち、絞り
を優先してその特有の効果が一定割合で変化するように絞りを変化させ、他のパラメータ
は、明るさを維持するために従属的に変化させるので、絞り特有の効果を確実に判別でき
る画像が得られる。
　このようなプログラム線図を用いてオートブラケット撮影において自動露出制御を行う
ことにより、絞りを変化させることによる露出以外の撮影状態に対する効果の判別が容易
となるオートブラケット撮影を行うことが可能となる。
【００６１】
（応用例５）
　上記実施形態においては、オートブラケット撮影の対象とする撮影パラメータについて
、図３に示すプログラム線図Ｐ１～Ｐ３を撮像装置１に記憶しておき、これらのプログラ
ム線図を用いて、オートブラケット撮影を行うこととした。
　これに対し、上記実施形態におけるプログラム線図Ｐ１～Ｐ３の他、応用例１～４に示
す形態のプログラム線図Ｐ１～Ｐ３を撮像装置１に記憶しておき、オートブラケット撮影
の際に、制御部５３が、これらを切り替えて用いることも可能である。
　いずれの形態のプログラム線図Ｐ１～Ｐ３を用いるかについては、ユーザがマニュアル
操作で設定することや、撮影モード等の撮影条件に応じて使用するプログラム線図の形態
を予め設定しておき、制御部５３が、いずれかの形態のプログラム線図を撮影条件に応じ
て選択すること等が可能である。
【００６２】
　以上のように構成される撮像装置１は、自動露出制御部５１と、自動撮影制御部５２と
、制御部５３とを備える。
　自動露出制御部５１は、被写体の明るさに応じて露出条件を自動的に変化させる自動露
出制御を行う。
　自動撮影制御部５２は、撮影条件を変化させながら自動的に複数回の連続撮影を行うオ
ートブラケット撮影を制御する。
　制御部５３は、オートブラケット撮影時に変化させる撮影条件に露出条件が含まれる場
合において、撮影条件の変化に追随するように自動露出制御部５１による自動露出制御を
有効にした状態で、自動撮影制御部５２によるオートブラケット撮影を行わせる。
　これにより、オートブラケット撮影時に変化させる撮影条件に露出条件が含まれる場合
には、撮影条件を変化させた場合の露出条件が自動露出制御によって決定される。
　したがって、標準の露出条件に対して、オートブラケット撮影時に変化させる撮影パラ
メータのみを変化させる場合に比べ、対象とする撮影パラメータを変化させることによる
露出以外の撮影状態に対する効果の判別が容易となるオートブラケット撮影を行うことが
可能となる。
【００６３】
　また、制御部５３は、自動撮影制御部５２による露出条件を含む撮影条件を変化させた
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オートブラケット撮影を行う場合に、少なくとも露出に関する２つの撮影パラメータを、
自動露出制御部５１による自動露出制御を有効にした状態で同時に変化させる。
　これにより、露出条件を変化させてオートブラケット撮影を行う際に、露出に関する複
数の撮影パラメータを変化させて、自動露出を行うことができるため、撮像画像において
、オートブラケット撮影の対象とする撮影パラメータ以外による変化を抑制できる。
　したがって、対象とする撮影パラメータを変化させることによる露出以外の撮影状態に
対する効果の判別が容易となるオートブラケット撮影を行うことが可能となる。
【００６４】
　また、自動露出制御部５１は、被写体の明るさに応じて少なくとも露出に関する２つの
撮影パラメータを自動的に変化させる際の変化条件を規定する所定のプログラム線図に従
って自動露出制御を行う。
　制御部５３は、少なくとも２つの撮影パラメータの変化条件が異なる複数のプログラム
線図を切り替えて、自動露出制御を有効にした状態でオートブラケット撮影を行う。
　これにより、プログラム線図を参照して、高速に自動露出制御を行いつつ、オートブラ
ケット撮影を行うことが可能となる。
【００６５】
　また、撮像装置１は、選択部５４を備える
　選択部５４は、オートブラケット撮影の基準となる撮影パラメータを選択する。
　制御部５３は、選択部５４により選択された基準となる撮影パラメータに応じてプログ
ラム線図を切り替えて、自動露出制御を有効にした状態でオートブラケット撮影を行う。
　これにより、選択された基準とする撮影パラメータの値の変化による効果の違いが容易
に判別できるオートブラケット撮影を行える。
【００６６】
　また、制御部５３は、被写体の明るさが変化した場合であっても、基準となる撮影パラ
メータの変化幅が一定になるようなプログラム線図に切り替える。
　これにより、被写体の明るさの変化によらず、基準とする撮影パラメータの値の変化に
よる効果の違いが容易に判別できるオートブラケット撮影を行うことが可能となる。
【００６７】
　また、制御手段は、被写体の明るさが変化した場合であっても、前記基準となる撮影パ
ラメータの値を維持するようなプログラム線図に切り替える。
　これにより、被写体の明るさの変化によらず、基準とする撮影パラメータの値の変化に
よる効果の違いが容易に判別できるオートブラケット撮影を行うことが可能となる。
【００６８】
　また、制御手段は、基準となる撮影パラメータの変化幅が被写体の明るさに応じて異な
るようなプログラム線図に切り替える。
　これにより、撮影パラメータの変化に対する撮像画像への効果の表れやすさを考慮して
、オートブラケット撮影における自動露出制御をより適切に実行することができる。
【００６９】
　また、制御部５３は、自動撮影制御部５２によるオートブラケット撮影を行う際に、設
定されているオートブラケット撮影のモードに応じて、撮影条件の変化に追随するように
自動露出制御部５１による自動露出制御を有効にするか否かを切り替える。
　これにより、オートブラケット撮影の目的に応じて、オートブラケット撮影の際に自動
露出制御を行うか否かを選択することが可能となる。
【００７０】
　また、制御部５３は、自動露出制御部５１による自動露出制御を有効にした場合には、
予め決められた複数のプログラム線図を切り替えることで被写体の明るさを維持するよう
に撮影条件を変化させてオートブラケット撮影を行わせ、自動露出制御部５１による自動
露出制御を無効にした場合には、被写体の明るさを変化させるように撮影条件を変化させ
てオートブラケット撮影を行わせる。
　これにより、オートブラケット撮影時に自動露出制御を有効とするか否かに応じて、被
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写体の明るさ（撮像画像の明るさ）を維持するか否かを異ならせることができるため、オ
ートブラケット撮影の際に自動露出を行うか否かに応じて、適切な撮影処理を行うことが
可能となる。
【００７１】
　また、制御部５３は、自動露出制御部５１による自動露出制御を無効にした場合におい
て、パラメータの変化幅を撮影シーンに応じて自動的に設定する。
　これにより、オートブラケット撮影の際に自動露出を行わない場合に、更に使用目的や
ユーザの嗜好に応じた撮影処理を行うことが可能となる。
【００７２】
　なお、本発明は、上述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成でき
る範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
【００７３】
　上述の実施形態では、標準、上段側及び下段側の３種類のプログラム線図を用意してお
き、これらを用いて自動露出制御を行うこととしたが、これに限られない。即ち、上段側
の更に上、下段側の更に下を合わせた５種類のプログラム線図を用意するというように３
種類よりも多く、逆に標準と上段側あるいは、標準と下段側というように２種類のプログ
ラム線図を用意するようにしてもよい。
【００７４】
　上述の実施形態では、標準、上段側及び下段側のプログラム線図を用意しておき、これ
らを用いて自動露出制御を行うこととしたが、これに限られない。即ち、撮影毎に、演算
を行うことにより、露出条件を決定することとしてもよい。
【００７５】
　また、上述の実施形態では、シャッタスピードを対象とするオートブラケット撮影にお
いて、絞り、減光フィルタ及びＩＳＯ感度の組み合わせによって、自動露出制御を行うこ
ととしたが、これに限られない。即ち、シャッタスピードを対象とするオートブラケット
撮影において、絞り、減光フィルタあるいはＩＳＯ感度のうちのいずれを組み合わせて自
動露出制御を行うこととしてもよい。
【００７６】
　また、上述の実施形態では、絞りを対象とするオートブラケット撮影を行う場合、シャ
ッタスピード、ＩＳＯ感度及び減光フィルタを組み合わせて自動露出制御を行うこととし
たが、これに限られない。即ち、シャッタスピード、ＩＳＯ感度あるいは減光フィルタの
いずれを組み合わせて自動露出制御を行うこととしてもよい。
【００７７】
　また、上述の実施形態では、シャッタスピードあるいは絞りを対象とするオートブラケ
ット撮影を行う場合を例としたが、これに限らない。即ち、ＩＳＯ感度を対象とするオー
トブラケット撮影を行い、シャッタスピード、絞り及び減光フィルタを組み合わせて自動
露出制御を行ってもよく、この場合、ＩＳＯ感度特有の効果としてノイズ感の度合いの違
いが判別できるようなプログラム線図を用意するようにしてもよい。
【００７８】
　また、上述の実施形態では、プログラム線図Ｐ１に対して、ＬＶ値の等値線を基準とし
て、プログラム線図Ｐ２，Ｐ３をほぼ対称となるように設定したが、これに限られない。
即ち、プログラム線図Ｐ２，Ｐ３をそれぞれ独立した制御則によって設定することができ
る。
【００７９】
　また、上述の実施形態では、絞り及びシャッタスピードを対象とするオートブラケット
撮影が行われる場合に、自動露出制御を有効にして上段側及び下段側の露出条件を決定す
ることとしたが、これに限られない。即ち、ＩＳＯ感度、ホワイトバランス、コントラス
トあるいはフォーカス等、他の撮影パラメータがオートブラケット撮影の対象とされる場
合にも、これらの撮影パラメータに基づく上段側及び下段側の露出条件を決定する際に、
自動露出制御を有効とすることができる。
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【００８０】
　また、上述の実施形態では、本発明が適用される撮像装置１は、デジタルカメラを例と
して説明したが、特にこれに限定されない。
　例えば、本発明は、撮像機能を有する電子機器一般に適用することができる。具体的に
は、例えば、本発明は、ノート型のパーソナルコンピュータ、ビデオカメラ、携帯型ナビ
ゲーション装置、携帯電話機、スマートフォン、ポータブルゲーム機等に適用可能である
。
【００８１】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるし、ソフトウェア
により実行させることもできる。
　換言すると、図２の機能的構成は例示に過ぎず、特に限定されない。即ち、上述した一
連の処理を全体として実行できる機能が撮像装置１に備えられていれば足り、この機能を
実現するためにどのような機能ブロックを用いるのかは特に図２の例に限定されない。
　また、１つの機能ブロックは、ハードウェア単体で構成してもよいし、ソフトウェア単
体で構成してもよいし、それらの組み合わせで構成してもよい。
【００８２】
　一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そのソフトウェアを構成するプ
ログラムが、コンピュータ等にネットワークや記録媒体からインストールされる。
　コンピュータは、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュータであってもよい
。また、コンピュータは、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実
行することが可能なコンピュータ、例えば汎用のパーソナルコンピュータであってもよい
。
【００８３】
　このようなプログラムを含む記録媒体は、ユーザにプログラムを提供するために装置本
体とは別に配布される図１のリムーバブルメディア３１により構成されるだけでなく、装
置本体に予め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体等で構成される。リムーバ
ブルメディア３１は、例えば、磁気ディスク（フロッピディスクを含む）、光ディスク、
または光磁気ディスク等により構成される。光ディスクは、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏ
ｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ－Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ），ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ
　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ），Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）　Ｄｉｓｃ（ブルーレ
イディスク）等により構成される。光磁気ディスクは、ＭＤ（Ｍｉｎｉ－Ｄｉｓｋ）等に
より構成される。また、装置本体に予め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体
は、例えば、プログラムが記録されている図１のＲＯＭ１２や、図１の記憶部１９に含ま
れるハードディスク等で構成される。
【００８４】
　なお、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、そ
の順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくと
も、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【００８５】
　以上、本発明のいくつかの実施形態について説明したが、これらの実施形態は、例示に
過ぎず、本発明の技術的範囲を限定するものではない。本発明はその他の様々な実施形態
を取ることが可能であり、更に、本発明の要旨を逸脱しない範囲で、省略や置換等種々の
変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、本明細書等に記載された発明の
範囲や要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含
まれる。
【００８６】
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［付記１］
　被写体の明るさに応じて露出条件を自動的に変化させる自動露出制御を行う自動露出制
御手段と、
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　撮影条件を変化させながら自動的に複数回の連続撮影を行うオートブラケット撮影を制
御する自動撮影制御手段と、
　前記オートブラケット撮影時に変化させる撮影条件に前記露出条件が含まれる場合にお
いて、前記撮影条件の変化に追随するように前記自動露出制御手段による自動露出制御を
有効にした状態で、前記自動撮影制御手段によるオートブラケット撮影を行わせる制御手
段と、
　を備えることを特徴とする撮像装置。
［付記２］
　前記制御手段は、前記自動撮影制御手段による露出条件を含む撮影条件を変化させたオ
ートブラケット撮影を行う場合に、少なくとも露出に関する２つの撮影パラメータを、前
記自動露出制御手段による自動露出制御を有効にした状態で同時に変化させることを特徴
とする付記１に記載の撮像装置。
［付記３］
　前記自動露出制御手段は、被写体の明るさに応じて少なくとも露出に関する２つの撮影
パラメータを自動的に変化させる際の変化条件を規定する所定のプログラム線図に従って
自動露出制御を行い、
　前記制御手段は、前記少なくとも２つの撮影パラメータの変化条件が異なる複数のプロ
グラム線図を切り替えて、自動露出制御を有効にした状態でオートブラケット撮影を行う
ことを特徴とする付記１または２に記載の撮像装置。
［付記４］
　オートブラケット撮影の基準となる撮影パラメータを選択する選択手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記選択手段により選択された基準となる撮影パラメータに応じてプ
ログラム線図を切り替えて、自動露出制御を有効にした状態でオートブラケット撮影を行
うことを特徴とする付記１から３のいずれか１つに記載の撮像装置。
［付記５］
　前記制御手段は、被写体の明るさが変化した場合であっても、前記基準となる撮影パラ
メータの変化幅が一定になるようなプログラム線図に切り替えることを特徴とする付記４
に記載の撮像装置。
［付記６］
　前記制御手段は、被写体の明るさが変化した場合であっても、前記基準となる撮影パラ
メータの値を維持するようなプログラム線図に切り替えることを特徴とする付記４に記載
の撮像装置。
［付記７］
　前記制御手段は、前記基準となる撮影パラメータの変化幅が被写体の明るさに応じて異
なるようなプログラム線図に切り替えることを特徴とする付記４に記載の撮像装置。
［付記８］
　前記制御手段は、前記自動撮影制御手段によるオートブラケット撮影を行う際に、設定
されているオートブラケット撮影のモードに応じて、前記撮影条件の変化に追随するよう
に前記自動露出制御手段による自動露出制御を有効にするか否かを切り替えることを特徴
とする付記１から７のいずれか１つに記載の撮像装置。
［付記９］
　前記制御手段は、前記自動露出制御手段による自動露出制御を有効にした場合には、予
め決められた複数のプログラム線図を切り替えることで被写体の明るさを維持するように
撮影条件を変化させてオートブラケット撮影を行わせ、前記自動露出制御手段による自動
露出制御を無効にした場合には、被写体の明るさを変化させるように撮影条件を変化させ
てオートブラケット撮影を行わせることを特徴とする付記８に記載の撮像装置。
［付記１０］
　前記制御手段は、前記自動露出制御手段による自動露出制御を無効にした場合において
、パラメータの変化幅を撮影シーンに応じて自動的に設定することを特徴とする付記９に
記載の撮像装置。



(18) JP 2015-94852 A 2015.5.18

10

20

［付記１１］
　被写体の明るさに応じて露出条件を自動的に変化させる自動露出制御を行う自動露出制
御ステップと、
　撮影条件を変化させながら自動的に複数回の連続撮影を行うオートブラケット撮影を制
御する自動撮影制御ステップと、
　前記オートブラケット撮影時に変化させる撮影条件に前記露出条件が含まれる場合にお
いて、前記撮影条件の変化に追随するように前記自動露出制御ステップにおける自動露出
制御を有効にした状態で、前記自動撮影制御ステップにおけるオートブラケット撮影を行
わせる制御ステップと、
　を含むことを特徴とする撮像方法。
［付記１２］
　コンピュータに、
　被写体の明るさに応じて露出条件を自動的に変化させる自動露出制御を行う自動露出制
御機能と、
　撮影条件を変化させながら自動的に複数回の連続撮影を行うオートブラケット撮影を制
御する自動撮影制御機能と、
　前記オートブラケット撮影時に変化させる撮影条件に前記露出条件が含まれる場合にお
いて、前記撮影条件の変化に追随するように前記自動露出制御機能による自動露出制御を
有効にした状態で、前記自動撮影制御機能によるオートブラケット撮影を行わせる制御機
能と、
　を実現させることを特徴とするプログラム。
【符号の説明】
【００８７】
　１・・・撮像装置，１１・・・ＣＰＵ，１２・・・ＲＯＭ，１３・・・ＲＡＭ，１４・
・・バス，１５・・・入出力インターフェース，１６・・・撮像部，１７・・・入力部，
１８・・・出力部，１９・・・記憶部，２０・・・通信部，２１・・・ドライブ，３１・
・・リムーバブルメディア，５１・・・自動露出制御部，５２・・・自動撮影制御部，５
３・・・制御部，５４・・・選択部，７１・・・プログラム線図記憶部
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